
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

1
3
1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２６年度 決算 （活動実績・コスト情報・目標到達度）

○人権フェスタの開催
人権フェスタ2014　　平成26年12月6日(土)　さくらぴあ大ホール
演題　「笑顔がうまれる生き方」
講師　　菊池　桃子　さん　　（女優、タレント、戸板女子短期大学客員教授）
　

○ヒューマンシアターの実施
人権映画の上映を通して、広く市民の人権意識の高揚を図った。
・「歓喜の歌」　平成26年10月25日（土）　廿日市市大野福祉保健センター
・「チャーリーとチョコレート工場」　平成26年11月15日（日）　さくらぴあ大ホール

○人権啓発リーフレット(広報紙紙面）の作成
人権啓発リーフレット編集委員会を開催し、「しあわせに生きたい」№２６を作成し、広報はつかいち３月号

【歳出】
・人権フェスタ 円
・ヒューマンシアター 円
・人権啓発リーフレット(広報紙紙面） 円
・その他　（消耗品等） 円
【歳出合計】 円

年度決算

271,868
5,165

2,195,649

に掲載した。

1,400,000
518,616

平成 26

担当課名 自治振興部　人権・男女共同推進課

予
算
科
目

会計 01 一般会計

社会福祉費
基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 03 民生費
政 策 目 標 やさしい心で支え合い、健やかに暮らせるまちに 項 01
重 点 的 取 組 人権を尊重し、一人一人の存在が認め合える環境を整える 目 07 人権推進費

事業名
人権啓発推進事業（政策）

事業開始年度 平成 19

廿日市市人権教育・人権啓発
指針

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市民 人権を尊重し、一人一人の存在が認め合える環境を整える。

根拠法令
条例

個別計画 等

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 実行委員会
○人権フェスタ実行委員会を開催し、意見を集約し、人権フェスタを開催する。
○ヒューマンシアターを開催する。
○人権啓発パンフレット編集委員会を開催し、リーフレット(広報紙紙面）を作成する。

実
施
し
た
事
業
の
内
容

（
活
動
実
績

）

コ
ス
ト
情
報

（
円

）

項　　目 平成 25
  直  接  事  業  費  A 2,433,705

平成26年度決算① ①のうちH25から繰越 H26からH27へ繰越
2,195,649

財
源
内
訳

    国   庫   支   出   金
    県　 支　 出　 金
    借   入   金   ( 市 債 )
    そ   の   他（使用料など）
    市  （ 市税 な ど ） 2,433,705 2,195,649

  人  件  費  (按 分） B
0.90 人
7,637,400

0.65 人
5,573,100

  総  事  業  費 (A+B) 10,071,105 7,768,749

単
位
コ
ス

ト
換
算

①
人口（4月1日現在） 117,680 人

市民1人当たり 86

②

117,182 人
66

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位
Ｈ２６

目標値
H２７

目標値

％

H２５
実績値

H２６
実績値

備考

活
動

人権フェスタの参加者 人 800400 650
ヒューマンシアターの参加者 人 800

800
8001146 550
4540

86 76
－ 31.6

85人権フェスタ参加者の満足度 85
成
果

人権週間の認知度
％

49


